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石狩煤田地質

理串士 大井上義近

ーーーー百昌・... ー－－－－

On the Geology of the Ishikari Coal-ieFld. ・ 

By 

YosHICHIKA OINOUYE., Rigakushi. 

・ーーーーーーーー‘’ーー－・ーーー・

本道には幾多の煤田あれども恐らく石狩煤田の如く撲大なる匝域

を占むるものなかるべし東西四里乃至十里氏 E b南北二十余里に

達し面積約八十平方里を占む之れ濁 b本道の主煤固なるのみなら

ず本多！） k於ける最大媒田といよ、べし、予は去る三十九年以来三夏

間官命を帯びて親しく本媒田を踏査したれば左に其概要を摘記せ

んとすO
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イ 古生来日暦
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J、．第三紀層
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乙 表質

丙 炭量

丁 石茨成生

一地質

爽煤層は第三紀唐代限るといムて可な b然れども第三紀屠と他の

地層との関係を知らんが矯め順究諸来日層を略記せんとすQ
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甲 水成岩

古生4日時は煤田の東遷 lζ 按遣し空知郡及夕張郡の基盤を成せるも

のな？上川郡tとて石狩川沿岸紳居古揮よ b南方に突起する一山脈

（紳屑山脈と眼精す）は古色蒼然樹木欝 φとして繁茂し空知川 It向

）－ て艇 φたるもの是れ古生紀暦よ b成れるものな b叉十勝線路途

次山部．金山諸轄の西側に常 b説然舵立するもの之れ叉古生来日層

よ b成れる夕張山脈な b「アジベヅヌプヲ」及夕張岳は所謂犬牙肢

を呈し山骨稜令裸出して異様の地形を示せ上古生紀層を構成せ

る岩石は紘泥石墨片岩．石墨片岩司続泥片岩、石灰岩、輝線凝灰岩、角

砦．苗岩及び粘板岩等にして石墨片岩は就中厚層を成し殆ど最下

部代位するもの L如し而して上部には輝総凝友岩そ頂 3其中聞に

其他の諸岩累層せ仁之れを秩父系に比較せばf恰も中部及上部氏

相常するもの＼如 LO 紳居山脈にては諸層整然成層し走向略南北

・R近〈東 lと念科すれ c・ も夕張岳附近にては混乱甚しく走向殆んど

一定する所在し．元と紳居山！蹴諸層と夕張岳諸層とは~績せしも

のなるも地殻牧縮の際幾多の鍛曲を生じ空知川上流地方 lこ於ては

其上部に中生来日層をJI!2s ~めに謹績して露出せぎるな b 0 

主主主屋は古生紀層を不整合lζ 蔽ぴ空知川上流及美唄山脈以南夕

張川上流 tz:亘 bて脅迭し其匝域潰し、紳居山臓の西側に接し正地

を形成して空知川の南岸 lと達し「アジペツヌプ＇） J附近 lこ及ぶもの

及 C＇－ 美唄山服よ b幾春別地方を粧て夕張川上流を南行するものも

皆同組の地層 tとして砂岩．磯岩及頁岩の互層な上空知川を上 b

宇野花甫よ b字瀧の上の上流 lこ至るまで河岸に成層するもの之れ

皆中生舵層な b、叉岩見津町よ b砂川騨までの東方｛（常 b℃南北

に横はる美現山脈の頂部は同和層のものな i又「アンモナイト」の

採集地として著名なる幾春別川上流地方及夕張川上流地方は皆其

蓮績な久本道の中生組屠は既に諸皐者の研究によ b白霊紀層な
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る乙と明にして地層の厚さは随所異にするも最も著しき務化ある

は上部白望組層に見る所在 b空知郡北部にては数千尺の厚層を成

せしが幾春別川流域地にては僅かに数百尺に減じ白霊来日層と第三

和層との境界線を~せる礁岩厚層の如きも北部にては百有余尺に

達せんか美唄川以南幌向川に至るまで殆ど該層の接達を見ず、然

れども夕張川上流に於て再び十尺乃至三十尺の厚 3を有するに至

る‘此の如く地層の厚薄定吐 bなく叉岩種の差異あるは諸岩成層

常時の沈澱物量、種類及海水若〈は河流等の動揺に基くものにし

て数十丁或は故里に亘 bて轡イとまさは甚だ稀在 bとす、白望組層

よ b採集せし化石教は左の如しO

海謄類 一種

腕足類 二種

瞬鯨類 十二種程

腹足類 五種程

頭足類（アンモナイト額） 二十種程

脊椎動物の脊椎 一種

其他植物化石は理科大串藤井教授及ストープス博士の研究によ b

礎表せられたるのも十八種あ ！，. 化石の卦布を見るに夕張郡及空

知郡南部にては「アシモナイト」の大 3もE大にして直径二尺五寸

に達するものあ b叉其量も北部空知郡代比して多し北部にては瞬

偲類中の「イノセラムス」及「トリゴユア」多産するも其形小なるも

の Lみな b。
差二主賓は自室来日層上に成層するも丞知．夕張雨郡にては殆んど

整合に成層し走向傾斜相一致せれ故に白望来日層との境界剣然せ

ぎるも白星和層の最上部に嘗 b磯岩厚層を頂き其磯岩の上層中に

存在する化石と白喜和居中 lζ 存する化石とは全く趣きを異 ttし且

つ磯岩層の成生は多く海岸若くは河口に於ける砂礁の集合せるも
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の在れば頁岩の如き細微なる沈澱物と其沈澱位置を異にす、即ち

地形の費動を想像するを得べし．故に此二黙よ b余は白霊来日層と

第三和層とを！重別するに礎岩層を以てせ b。

第三来日層は石狩園にては探大なる地域を占め多数の石茨を埋戒す

るを以て世人の注目する所となれ b今第三和層を大別して上部、下

部と在す、上部及下部は何れも整合 t成し南郡内にて正確なる不

整合を見ず之れ中空和時代よ b第三来日終期比至るまで極めて静穏

なる昇降あ bしのみにて著しき地殻の費動なきを聾するものな b

：；.＼れほ第三和層 li精細在る化石上の類別比四らずんば時代に従日

之れを細別する能はず愛に上部下部と )JI｝ちたるは主として岩種を

基としたるもの在れ即ち下部第三和層は砂岩、頁岩．泥灰岩、磯岩

友石表層よ b成 b上部は凝友岩及凝灰質頁岩よ h成れるものな h

下部第三和層は砂岩．頁岩、泥B"c岩及石表層の互層にして最上部 R

磯岩及砂岩の厚 3互層をmけ上此磯岩及砂岩の互暦を以て第三
和層の上下部の境界と在せ b而して其分布を見るに下部第三紀暦

は白霊紀唐に接近して成唐し上部第三和層は最も外側に配列せ h

今第三紀層中 J:IJ産する化石を大別せば左の如し

下部

！鹿足類 七種程

購館、類

植物化石

上部

腹足類

鱒鯨類

十五種蒋

六七種

一種

八種程

化石中最も多産するは牡瞬介にして下部第三和磨の下位に営 b鍍

集して一地層を形成し厚当官尺比重んとするものあ上此の牡鱗

介層は美唄山臓の東側即も芦別川流域よ h空知川氏及んで著し〈
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費達するも該山臓の西側には斯かる厚層を成 3ず且つ蛤介を混じ

一部分は杢〈蛤介に℃置き換へられたる慮あ h。

第四組屠は石狩川、空知川．幾春別川、暁向川及夕張JI）の如主大川沿

岸氏堆積せる最新地屠にして主として砂及嘘栂よ b成 b厚志一二

尺よ b三十尺の聞にあ b而し℃右諸川爾岸を熟視するに多〈一段

若〈は二段の階段地あ bて幌向川下誌にτは三段をも成せる段丘

地あ b、是れ第四組成生物にして河涜が上流よ b運下せる洗積物

を其雨岸若〈は片岸に堆積し JII流は究第にJll床を浸刻し斯〈して

段丘地を形成せるものな !Jo

乙火成岩

古生層よ b第三紀層までの問に遊殺せし火成岩は其類甚7さ少な〈

叉其直域極めて小な b今火成岩を第三和以前に成生せるものと以

機とのものに直別し業種類を皐げん。

古期火成岩とは第三来日以前民遊稜せるものにして其種類僅かに三

種に過ぎず蛇紋岩、輝緑岩、及角閃岩之れ在 b蛇紋岩は紳居山臓の

西側及夕張昏附近 lζ露はれ榊居山脈のものは古生層と白霊紀唐と

の境界に接し、夕張岳のものは古生麿を賞きて建費せるものな L其

性質問榛 lとして暗線色万至黄色を呈し多〈は塊獄在るも亦紳居由

服の一部にては片肢を成せるものあ !J. 此の蛇紋岩は恐らく自彊

舵時代のものなるべ LO 輝線砦は夕張岳の古生層を貫ける線色の

岩石にして，1、直域を占め角関砦は紳唐山腺の一小部好に小塊肢を

量しτ古生唐を貫けるものな払此等は古生舵時代の建接物在る

山ミし。

新期火成岩左は所調火山岩にして第三来日以稜即も現今目撃する所

の多〈の諸地居生成機噴出したるものにし℃其種類は石英粗面岩

安山岩及玄武岩君れ石英粗面岩は煤田中唯一ケ所空知Jll下流甫

岸字下赤卒に於て一小塊艇を呈して噴出せるもの、み．安山砦は
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或は熔岩として火口よ b流出せるものあ b或は岩脈肢を在せるあ

b或は暦紋を呈するものあ b空知川北岸氏扇平．周錐肢を在せる

「イノV ムゲヅプ」岳は元とー火山にして殆ど会部安山岩（安山岩にも

数種あ !J）を以て蔽はれ遠〈裾野を四周に曳け L又夕張郡内「エキ

モモアン y 、」川中琉及夕張川支流「Jぐンケ毛ユーバ官」川上流民岩

脈肢を在せる安山岩は第三和暦を貫主て噴出し幌向川中流南岸 tと

ても小局部にー小塊と理tbて露出せるものあ b又夕張郡紅葉山騨

隆道側には頁岩中に暦肢を呈して挿入せるものあ上空知川南停

に二個の園錐形火山あ b東方のものを紳戚岳と唱へ西方のものを

小神威岳と呼ぶ此等は玄武岩熔岩を流出したるも其匝域狭小なる

ものと宅EL以上「イ Y ムゲヅプ」岳を除き其他は皆ー小局部氏止ま

b空知．夕張二郡煤回の贋地域に於ては火山岩乏しく寂審たる観あ

b然れども石茨鋸業者に取 bては買に幸運といムベし九州諸煤固

に見る如く火山岩・の突出は屡茨質を鍾じ又附近地層をi見詰Lせしめ

茨業者の大社る障害物として雄ム蕗のものなれ

丙地質構造

古生層成生後一度地殻に務動あ bて古生舵暦は敏曲を生じ綾中生

組層は古生来日層上氏不整合を成して沈澱し中生来日の末期よ b第三

紀に移る時期には地表には著し主餐動なく唯徐今と隆起し又は降

下したるに過ぎず績いて第三和層形成せられ特さに第四和に轄せ

んとするに常 b激烈寝る地鑓起 b地皮に横魅力を生じ矯めに地層

は幾多の鍛を作るに至 b且つ無数の断層之れに件以痛く地層を擾

鼠せしむ而して其鑓動最も烈しき地方には火山を生じ熔岩を噴出

せしめたれ彼の夕張山脈の如き或は美唄山脈の如きは皆常時の

遺物にして就中美現山脈は鍛曲山脈の好例を示し南北に通ずるー

背剥軸の雨側に於て地層は背剥屠を作 b東側は東に傾剥し西側は

西に傾3北端は鞍肢を呈せ上叉夕張川上流にては地層の顕倒せ
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るあ hて白望来日層が第三和層上に成層せるが如主観あ b之れ横魅

力の矯めに上下相願覆し椴想的』t.古期水成岩が新期水成岩上に成

層せるが如く見ゆるもの在上而して今美唄山臓の東西雨翼の地

麿を比較するに束翼は整然成層し殆んどーの敏曲を存せゴるに反

し其西翼にては鍛曲に敏曲を重ね断層叉断層の構造を有する所砂

なからず就中其著名なるものは歌志内炭山附近にして犬敏曲中に

小鍛曲を件以断層屡之れを横ぎ b地層の走向傾斜甚7さ不規則を極

む蓋し強大なる暦力を受けたる地は著しく混乱し底力大在らぎる

地は比較的整然たるべく即ち美唄出版の西翼は東翼に比し強烈な

る魅力を受けたるものなるべし．蓋し本邦地形が東方に膨れて弧

獄を成せるは向調に源開するものといふへし。空知 Jlj沿岸に鼎立

する「イノV ムケツフコ岳．紳威岳‘及小紳威岳等は地層撹乱し地皮脆弱

な bし地勲 J: 9岩奨噴出して熔岩とな b火山を形成せるな 9.此

くして此等諸 rlJ服蛇立し其後第四紀代は本道諸火山の活動織な b

しもの L女n＜其噴出物は諸地方に散在せ 9. 爾来風水の浸蝕作用

盛んに行はれ山服の頂部は皆崩壊せられ河流の1Siめに運下せられ

て主主形を失ふに至る、想、ふに山脈成生常時美唄岳頂上の高芯は現

今の三倍あ IJtz hし在らん、斯くの如く一方に浸蝕作用行はる、

と同時に叉崩壊物は河流に運ばれ其雨岸又は河口に堆積し以て今

日の第四紀層を組成せるなれ

二石表層

白霊舵層中にも少数の炭層を介在せぎるに非らざるも厚 3甚 'fl薄

〈且つ表質粗悪なるものなれば之れを省略し主として第三紀層中

の石農民就て迅んとすO

甲 表層分布賦態

第三紀屠中にても下部第三和層は炎表層と稽すべく幾多の茨層を

挟在せ b今芦別川沿岸の整然 1Zる地層に爽まる、表層を算するに
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二寸以上のものを通計すれば百五十を超ゆ然れども表層は数百尺

乃至数千尺に亘 bて同厚同質在るもの甚7さ少な〈従って表層の教

は場所を異にするに従以其数に差異あ b。茨層を埋設する地層は

地形上海按二千尺以下にして空知‘夕張二郡にては稿高正性をな

せる地な bとす‘即ち美唄山服、夕張山脈等の高嶺よ b其雨側に

常 h段肢をなして低下せる第三来日層中に存在す。今其分布を見る

に芦別川南岸よ h空知川南岸に及び南折して美現山脈の雨認を南

下し奈江川．奈井江川及美唄川を横断して幾春別川に及び小鍛曲

を錯しっ、幌向川に到 b遂に夕張郡に入 bて夕張諸表坑所在地を

経て図境を過ぎ十勝民連絡す。

表層教は百五十余を算すれども現今採堀に堪ゆるものは其数甚少

なし空知郡歌志内表山近傍は其数最多在れcも約三十を超むず而
して三十層と雄とも必ずしも歌志内媒田中何E患にも連績接達する

にあらず其中には小局部氏止まるもの亦其竿ばを占 {f. 而して漸

〈南下するに従以来層激減じ美現川以南夕張郡南部氏至るまで約

六七層に過ぎず而して窓知郡内には茨層最厚六十尺に遣するもの

あれども爽雑物を存するを常とし普通二尺五寸以上十尺内外のも

のを多しとす．夕張郡に於ける厚浅二十四尺の如 3は本邦中にも

稀に見る良表層 tとして其質又石狩煤田中の首位を占むるものな b0 

乙茨質

問一層中にても上部．中部．下部に於て就に各其性質を異にす．即

ち光淳、色．硬度、比重．害，1目等物理的性質に差違あるのみならず化

皐的成長子に於ても著しく異なるものあ上而かも上部は強粘結性

にして下部は殆ど不粘結性なるととあ b是れ植物の種類及び之れ

に混入せる不純物の差異等によって斯かる獲化あるものなるべし

故に数百間以上も距つる地にては甚だしく其性質を餐ずる乙とあ

上空知郡及夕張郡の如主義層数多喜 慮にては屠厚常ならずして
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且つ上下磐及爽雑物の種類等一定せざるものに於ては確賞に各表

層を遠距離に蓮績せしむるととは容易在るととにあらず．然れど

も岩石の種類、特徴ある一二の茨屠或は化石層等を標準とし略ぽ

各層を連絡せしめたれ而して石狩煤田の南北に於て表質に大な

る差異を見るは粘結性ならぎると粘結性なるとにあ b 乃ち~知郡

のものは概して微粘結性若〈は不粘結性のもの多けれ芝も夕張郡

の如 3は殆c全部強粘結性のもの在 b故に其性質に従って其用迭
を異にす元来石茨は色漆黒にして尭津強く質硬〈して比重小なる

ものを稽賛すれcも叉化串的に固形決素量大なるものを望むもの
あ b或は揮稜物に富めるを欲するものあ b而して其粘結性と不粘

結性とは骸来製造用 re遇するものと通せぎるとに匪別せらる．故

に其用途よ b慨別せば左の女aL-o 

空知郡芦別川西岸の表層と空知晴神威坑の茨居中には粘結性に℃

骸茨用に適するものあ b又奔別表礎及幾春別表積の石茨の如主は

揮穀物 i乙宮み克期用に適するものあ b、叉幌内、幌向表確の石茨は

比較的 R煤少なく且つ火気激烈ならずして永〈火気を存する黙は

家庭の駿燭用に供して可な b而して空知郡中其他諸煤田の石哉は

多く鼠車．汽船其他工場用に適するものな上夕張郡の石哉は前

述せし如く強粘結性のもの多けれども又骸茨用に通せざるものあ

b表破汽船曾祉所属の石炭は多く骸茨用に供せらる、も猶ほ克期

用にも汽加、 J気事．其他諸機関代用ゐても虞〈縛賛せらる、ものな

れ又石狩石炭曾祉の石茨は揮穀物に豊富にして骸茨用よ bは寧

ろ克期用に最も通常するものなるべL0 

試みに粘結性哉と不粘結性哉とを燃焼し其萩を取 bて分析せしに

左の結果を得た b0 （装置不充分攻 bし矯め多少の誤差あれども其

大約を知るを得べし〉
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｜粘結性最 不粘結性茨

成 牙夕張｜紳威 幌 内｜幾春別

Si02 担 481 13.47 32.48 ,55.29 

Al,0:1 13.7 24.97 34.65 31.62 

Fe,03 14.G 30.06 5.75 3.06 

CaO 23.63 13.25 10.3~) 3.09 

:!~ 11.06 3.2~ 1.03 0.57 

.5.50 1.90 2.40 2.00 
K20. 
S03 8.80 7.92 5.54 1.26 

右表の如く雨種の石裁に於℃著し 3差異を見るは粘結牲のものは

醍 i慢と禁士に乏しく却って第三酸化銀、石灰及酸化苦土等 l乙富め

るを見る、従来粘結性のものは酸素の量若くは揮穀物量に関係あ

るが如く唱導せられたるも石茨の灰分の性質に密接なる関係ある

とと以上の如し、右は試験材料甚芦乏しか bしが猶ほ多数の材料

を得て之れが研究を重ねんと欲すc

丙茨量

表層の厚苫.茨質、運搬便否．採掘難易等によ bて同一茨層にても採

掘し得べき茨量に差異ある乙とは論なさ乙となれ然れば将来採

掘法進歩し運搬法改良せられ経済的に操業し得る時機に於ては水

準以下は現今般定線よ bも蓬かに掘下するを待べしコ石狩煤固に

於ては随所表質．炭層厚を異にするを以て諸所水準以下線の位置を

異にせ k 然れども空知郡にては南部幌内及高字決坑附近は水準

下七百尺乃至千尺までを計上せ 9. 又夕張郡にては表層厚〈且つ

茨質良好なるもの多きを以て水準以下千尺まで現今採取し得べ〈

以上の女11＜場所を異にするに従ひ水準以下線を異にするも茨屠の

摩~は皆二尺五寸以上のもの L みを選ぴ且つ小局部に限 b 礎達せ

る表層を除き諸表層の総量を計算せしに左の櫛教を得tc1J 

空知郡 五億六千万噸
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夕張郡 二億千万噸

此の噸数は茨層が杢部地層中に埋伏せるものとして計算せるもの

なれば就に各表礎にて採取せしものを引去れば

空知郡 五億五千万噸

夕張郡 二信；万噸

の残量数を得．今般 lJIこ将来諸炭積勃興接展し約三倍の産額（一ヶ

年四百五十万晦）を見んか積百二十余年の事業12るべし．而かも緯

来採掘運搬法進歩し作業容易なる暁には水準下線を延長し更に倍

数の産額を得る乙とあるべ L0 

丁石炭生成

石狩煤田中には上記せし如く磐多の石炭成層し第三和層中に介在

すO 石炭成生の材料とな bたるものは何ぞやとは直に吾人の接す

る疑問のーな h 石炭生成に関して従来諸説あ上或は水草詑あ

b或は流水設あ lJ.然れども本問題は場慮を異にするに従ぴ生成

も亦差あるべし．陸地の分布及地丈皐的朕態は必ずしも本邦の如

き南北に長さ閣に於て一様なる能はず、故に 7J（草堆積して茨化し

石哉と翁れるものあるべし、或は喬木若くは潅木の茨化せるもの

あるぺ LO 石狩煤田中の石茨層の上下磐に存在する植物化石を見

るに松柏類水松科のもの就中多量にして其他棒、構．械等混在し潤

葉樹類砂なからず故に水草類が生長原地に堆積したるものに非ら

ぎるを詮す而かも表層厚 3一定なく甚7さしさに至 hては三十尺の

厚暦が数百尺を距て、僅かに五六尺に減ずるが如き例あ bτ数百

尺乃至数千尺に亘 bて同厚を有する乙とは石狩媒固には稀なるも

のとす、而して炭層上下磐も頁岩よ b砂岩に接移するあ b或は磯岩

に務ずる乙とあるのみならず多くの場合 t乙表層の附近に砂岩を伶

ム之とあるは静止の位置に堆積し℃表化したるものと説明するよ

b寧ろ動揺ある地に於て流木の如き物が泥土．砂礁に蔽はれ以て
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石東に化したるものと説明する之と穏常在るべしと信ずo 又空知

郡歌意内媒聞には一二層の石茨中には麗。畦化木塊を存在する乙

とあ i 恰も筑豊長田に於ける栓岩 ξ等しく業・層面に平行して伏

在iするが如きあるも亦重直在る之ともあ h其形不規則 iとして小は

き害大 J:9大は径三尺に達するものあ bて其種類は末7さ充舟在る研

究意けれども松柏類に似たるもの多し．此醍化木は如何にして生

成せられたるもの在るか．者て筑豊長田調査に際し木戸、松田雨理

皐士が論逮せられたる如〈既 Gt珪化せし樹木片が流木 $.？： 混ピて堆

積し来化せられたる石最中氏ー佳化木として存在するものなるべし

該 E主化木が表層中氏存在する賦揺を見るに珪化木の周謹は明瞭な

る輪廓をを有し石表との匿別剣然アzk 之れ異種櫨物が堆積の際

或る種類のみ酸化し fl_！）.とするは化事成卦相類せる植物が同ーの

膜惑に於てーは堤叱しーは珪fとするの理を解するに苦しむものな

量。

－ーー・ー・・E’一一
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